
いわて未来づくり機構  

 平成２７年度総会・第１回ラウンドテーブル 
 

日時：平成 27年７月９日（木） 

総       会 15:00～16:15 

ラウンドテーブル 16:20～17:40 

会場：エスポワールいわて大ホール 

 

        次     第        0 

総会（第１部）15:00～15:30                             0 

１ 開会 

２ 共同代表挨拶  

３ 議事 

(1)議案第１号 平成 26年度実績報告（案）について 

(2)議案第２号 平成 27年度活動計画（案）について 

(3)その他 

４ その他 

５ 閉会 

 

総会（第２部）15:30～16:15                             0 

講演「ＩＬＣと地方創生」 

講師 岩手県立大学長 鈴木厚人氏 

 

ラウンドテーブル  16:20～17:40                         0 

１ 開会 

２ 協議 

(1)ラウンドテーブルメンバーの変更について 

(2)ディスカッション 「地方創生」 

３ 閉会 

 

会員交流会 17:45～19:00 （会場：３Ｆ特別ホール）   0 



 

出席者 

【ラウンドテーブルテーブルメンバー】 

氏  名 所  属 ・ 職  名 

谷村 邦久 [欠席] 岩手県商工会議所連合会長、みちのくコカ・コーラボトリング（株）会長 

（鈴木 厚人） 岩手県立大学長 

高橋 真裕 (一社)岩手経済同友会代表幹事、(株)岩手銀行代表取締役会長 

米谷 春夫 大船渡商工会議所副会頭、(株)マイヤ代表取締役社長 

岩渕  明 岩手大学長 

達増 拓也 岩手県知事 

 

【企画委員会委員】 

氏  名 所  属 ・ 職  名 

岩田 圭司 岩手銀行常務取締役【企画委員長】 

廣田  淳 岩手県商工会議所連合会専務理事 

柴田 義孝 [欠席]岩手県立大学副学長、地域連携本部長 

菅原 悦子 岩手大学理事（地域連携・男女共同参画担当）、副学長 

大平  尚 岩手県政策地域部長 

 

【作業部会座長】 

氏  名 所  属 ・ 職  名 

藤代 博之 産業復興作業部会座長 岩手大学工学部教授 

小川 晃子 医療福祉連携作業部会座長 岩手県立大学社会福祉学部教授 

森  達也 かけ橋作業部会座長 岩手県政策推進室調整監 

川村 勝浩 東北未来創造イニシアティブ作業部会座長 岩手銀行執行役員地域サポート部長 

栗林   徹 復興教育作業部会座長 岩手大学教育学部教授 

大友 宏司 いわて復興未来塾作業部会座長 岩手県復興局副局長 
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平成 26年度いわて未来づくり機構実績報告(案) 

「いわて未来づくり機構」の設立７年度目である平成 26年度においては、機構の第

２フェーズ（東日本大震災津波以降）で復興を加速する年と位置付け、成果と実績を

あげることに重点を置いて作業部会活動をはじめとした各種活動を展開した。 

 

事 業 内 容 

（１）総会の開催 

開催日：平成 26年７月４日（金） 

場 所：ホテル東日本盛岡 

内 容：① 平成 25年度実績報告(案)及び平成 26年度活動計画(案) 

    ② クロストーク「カーリングと地域づくり」 

      苫米地美智子選手×浪岡正行岩手県カーリング協会会長 

参加者：約 90名 

 

（２）ラウンドテーブルの開催 

  ① 第１回ラウンドテーブル 

開催日：平成 26年７月４日（金） 

    場 所：ホテル東日本盛岡 

  内 容：ア ラウンドテーブルメンバーの変更 

        イ 共同代表の互選 

        ウ ディスカッション「国体・大会と希望郷いわて」 

参加者：約 90名 

② 第２回ラウンドテーブル 

    開催日：平成 26年 11月２日（日） 

    場 所：エスポワールいわて 

    内 容：ア 「食べよう！いわての美味しいお米。」緊急宣言について 

        イ ディスカッション「人口減少問題について」 

    参加者：約 50名 

③ 第３回ラウンドテーブル 

    開催日：平成 27年３月 14日（土） 

    場 所：ホテルメトロポリタン盛岡ニューウィング 

    内 容：ア ラウンドテーブルメンバーの変更 

イ いわて復興未来塾作業部会の設置について 

ウ 機構の平成 26年度の活動実績等について 

エ 人口問題に関する報告について 

    参加者：約 40名 

   

（３）企画委員会の開催 

   活動の企画・調整を担う組織として、企画委員会を４回開催した。 

議案第１号 
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(４) 作業部会の開催 

新たに、いわて復興未来塾作業部会を設置し、震災復興に向けた機構の取組を

強化した。 

部会名(担当機関) 平成 26年度の主な活動実績・成果 

産業復興作業部会 

【岩手大学】 

・ＩＮＳコーディネート研究会、産業支援機関等との意見交換 

・他県コーディネータの活動等情報収集等 

・セミナー「地域創生に資するコーディネータとは」の開催 

医療福祉連携作業

部会 

【岩手県立大学】 

・復興庁「新しい東北」先導モデル事業及び岩手県立大学復

興加速化プロジェクトによる包括的見守りを行うためのポー

タルサイトの構築と実証実験の実施（釜石、大槌） 

・成果報告、普及に向けた取組の実施 

かけ橋作業部会 

【岩手県】 

・復興支援プロジェクト「いわて三陸 復興のかけ橋」による取

組の実施（復興支援マッチング 396 箇所、復興関連情報の

発信（サイト等閲覧数 196,339回）、交流会 10回） 

東北未来創造ｲﾆｼｱ

ﾃｨﾌﾞ作業部会 

【岩手銀行】 

・人材育成道場「未来創造塾」の第２期開講 

・卒塾生は第１期、第２期で計 43名輩出 

復興教育作業部会 

【岩手大学】 

・復興教育支援のための講師派遣事業「いわての師匠派遣事

業」の実施（12件の講師派遣・プログラム提供） 

・事業参画機関の拡大（６機関→２０機関） 

いわて復興未来塾

作業部会 

【岩手県】 

H26年度新規設置 

 

  ※ 詳細は別添資料のとおり。 

 

(５) その他 

① いわて復興未来塾作業部会設置のキックオフイベントとして、「いわて復興未来

フォーラム」を開催した（平成 27年３月 14日、参加者約 100名） 

② 「機構だより」の発行（３回）、各種フォーラムやセミナー等に係る後援及び周

知協力等の事業を展開した。 

 

ラウンドテーブルメンバーの退任 

(１) 堺茂樹 岩手大学長(当時)が平成 26年 11月にご逝去された。 

(２) 第３回ラウンドテーブル(平成 27 年３月)をもって、中村慶久 岩手県立大学長

(当時)が退任された。 
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平成 27年度いわて未来づくり機構活動計画（案） 

 

Ⅰ 活動方針 

 

 

 

 

  

 

Ⅱ 活動計画 

１ 県民運動の推進  

  東日本大震災津波からの本格復興と、希望郷いわてを実現するために、本機構

会員及び県民が一体となって、県民運動に取り組む。 

県民運動 主な取組 

2016 希望郷いわて国体・

大会の開催に係る協力 

・各種媒体を活用した周知・ＰＲ 

・花いっぱい運動やクリーンアップ運動などへの参加 

・ボランティア参加者の掘り起し 

ＩＬＣ実現に向けた取組 ・ＩＬＣの理解増進 

・加速器をはじめとした関連産業の産業化、参入の検討 

・関係各所に対する日本誘致に係る働きかけ 

台湾との定期便の就航 ・総会や印刷物等での周知・ＰＲ 

・積極的な利用（勧奨） 

｢ 平 泉 世 界 遺 産の日 ｣

（6/29）に関する取組 

・平泉に関するイベントや講座等の開催・参加 

※ 運動項目については、平成 26年度第３回のラウンドテーブルにおいて審議。 

２ 各作業部会の活動  

   各作業部会は、いわての復興と未来づくりに向けた活動を行い、その成果をラ

ウンドテーブル、会員及び県民にフィードバックする。 

部会名【担当機関】 平成 27年度の主な活動計画・目標等 

産業復興作業部会 

【岩手大学】 

沿岸企業・産業の復興支援 

・コーディネータ活動に関する調査・分析 

・コーディネータのあり方に関する提言の取りまとめ 

医療福祉連携作業部会 

【岩手県立大学】 

地域包括ケアに資する見守り体制づくり 

・外部資金を獲得しモデル体制の実証実験 

・普及活動とネットワーク形成 

かけ橋作業部会 

【岩手県】 

復興支援プロジェクト「いわて三陸復興のかけ橋」の推進 

・復興支援マッチングの推進 

・復興関連情報の発信、復興支援ネットワークの強化 

１ 本機構の第２フェーズ（東日本大震災発災以降）として、県民運動

と部会活動等に取り組み、成果をあげることで、復興とその先にある

希望郷いわての実現を図る。 

２ 本機構の活動内容の周知を図るため、引き続き、積極的な情報発信

を行う。 

議案第２号 
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部会名【担当機関】 平成 27年度の主な活動計画・目標等 

東北未来創造イニシアティ

ブ作業部会 

【岩手銀行】 

人材育成（地域リーダーの養成） 

・第３期未来創造塾の開講 

・第１期及び第２期未来創造塾生に対する継続支援 

復興教育作業部会 

【岩手大学】 

「いわての復興教育」プログラムの推進支援 

・復興教育の講師を派遣する「いわての師匠」派遣事

業の推進 

いわて復興未来塾作業部会

【岩手県】 

「いわて復興未来塾」の開催 

・復興の担い手となる人づくりの観点から、いわて復

興未来塾を開催 

 

３ 情報発信  

   活動をより効果的に展開していくため、積極的に情報発信を行う。 

 

 

 

 

 

Ⅲ スケジュール 

主なスケジュール 概   要（案） 

総会 

時期：7/9 15：00～16：15 

会場：エスポワールいわて 

議長：(共同代表)高橋代表幹事  

進行：(岩銀)岩田常務 

・平成 26年度実績報告及び平成 27年度活動計画の承認 

・基調講演 「ＩＬＣと地方創生」 

講師 岩手県立大学長 鈴木厚人氏 

第１回ラウンドテーブル 

日時：7/9 16：20～17：40 

進行：(岩大)菅原理事・副

学長 

・新メンバー承認 

・岩手県人口ビジョン（仮称）素案及び岩手県ふるさと振興

総合戦略（仮称）骨子案の説明 

・地方創生に係る議論 

会員交流会 
日時：7/9 17：45～19：00 

 

第２回ラウンドテーブル 

日時：10～11月 

会場：岩手銀行(仮) 

進行：(県)大平部長 

・具体的課題に係る骨太の議論 

・部会活動(１部会抽出)に係る議論 

・活動内容の確認、修整及び追加等 

第３回ラウンドテーブル 

日時：１～２月 

会場：県庁 (仮) 

進行：(岩銀)岩田常務 

・活動内容の確認、総括 

・次年度の活動に向けた提言 

 

① 会員団体の総会等を利用した団体構成員等に対する機構の取組内容の周知 
② 機構だより、電子メール等を利用した会員向け情報提供（随時） 

③ 機構ホームページからの一般向け情報発信 

④ 県民の理解増進を図るため、マスコミへの情報提供の強化 



最重要事項 

いわて未来づくり機構が平成27年度に取り組む県民運動 
～ 本格復興と希望郷いわての実現に向けて ～ 

県民運動 
目標 役割分担 

目指す姿（最終目標） H27年度 機構の取組目標 産 学 県 

2016希望郷いわて国体 
・大会開催に係る協力 

 
■県内外各層への開催趣旨等の
幅広い浸透 

 
■募金2億円の確保 

■企業協賛1.6億円相当の確保 

■多様な運動による盛り上がり、 
 機運の醸成 

■ボランティア参加者の掘り起し 

●開催周知 
総会等でのPR、印刷物等へ
掲載、ポスター等の掲出など 

●実行委員会HPのリンク掲載 

●募金、企業協賛への協力 

●花いっぱい、クリーンアップ、
あいさつ、観光PR等の県民運
動への参加 

●関連グッズ開発の奨励 

●社員等に対するボランティア
への参加勧奨 

●開催周知 
    ポスター等の掲出、周知のた 
    めのＨＰやアプリ開発支援等 

●募金活動への協力 
 街頭募金など 

●花いっぱい、クリーンアップ、あ
いさつ、観光PR等の県民運動
への参加 

●イメージソング・ダンスの普及 
協力 

●リハーサル大会への協力・応援 

●学生等に対するボランティアへ
の参加勧奨 

●企画立案、連絡調整 

●運動の総合的な推進と展開 

●運営ボランティア募集 
  （27.4～28.3） 

 
■強化選手約30名の県内企業等 
  への就職 

■競技力向上に向けた側面支援 

●強化選手等の雇用促進 

●社員等が競技に取り組むため
のサポート体制の整備 

●スポーツ医科学等に基づいた
競技指導  

●練習場所等の提供 

●就職支援の実施 

面接会の開催、企業等への
働き掛け、選手への情報提供 

●選手強化の支援 

補助金の交付など 

●強化選手等の雇用促進 

●スポーツ特別選考の実施 

ＩＬＣの実現に向けた 
取組 

 
■ＩＬＣ実現に向け、国内外への   
  ＩＬＣの概要や意義の浸透 
 
■日本政府の誘致表明への 
  働きかけ 
 
■外国人研究者とその家族等の 
   受入環境整備の促進 
 
■加速器関連産業の支援 
 
 
 
 
 
 

●企画立案、連絡調整（県） 

●●岩手県ＩＬＣ推進協議会による検討（産・学） 

●ＩＬＣ実現に向けた広範な検討と環境整備（産・学・県） 

【産業・経済面】  ・ＩＬＣをはじめとした加速器関連産業への県内企業参入に向けた取組 

             ・ＩＬＣを契機に地域資源を活用した産業振興方策の検討 

【研究者等の受入】 ・外国人をはじめとした研究者の受入環境整備（住宅、観光、商業施設、医療などの検討） 
             ・外国人子弟の受入に向けた教育環境の検討 

【国内外に対する 
      アピール】 ・日本誘致への働き掛け（国等に対する要望等の実施） 
             ・国内外に向けた情報発信 

【その他】          ・ＩＬＣに参画・貢献するグローバルな人材の育成 
              ・地質調査や視察受入等の実施、現地調査の支援 
             ・必要となるインフラ整備の検討 

県民一人ひとりがそれぞれの

立場で支える 

県民総参加の国民体育大会・

全国障害者スポーツ大会の

実現に向けて取り組む 

選手の競技環境を整備するこ

とで、選手強化を側面から支

援するとともに、 

本県選手の活躍による県民へ

の勇気と活力を与えるきっか

け作りに取り組む 

■H28「県民総参加」 
 による国体・大会の 
 実現 

国体等への参加、おもてなしの
心で歓迎、復興支援への感謝 

 

■競技力の向上 
 
 

 
 

■ILCの実現 

1 

★中長期的な展望に立ち、 

 今後適切な役割分担等を検討。 

震災からの復興をはじめ、 

多文化共生社会や産業のイノ

ベーションなど社会・経済の改

革につながる 

ＩＬＣの実現に向けて取り組む 

参 考 １ 



重点事項 
県民運動 

目標 役割分担 

目指す姿（最終目標） H27年度 機構の取組目標 産 学 県 

台湾との 
定期便の就航 

 
■定期チャーター便 
   （春季5/12-6/26)の利用促進 
 

■定期便の就航実現 

●周知 
総会等でのPR、印刷物等へ
掲載など 

●経済ミッション等研修等での
積極的な利用 

●JETROなどを通じた台湾との
ビジネス交流の発掘・育成 

●社員等に対する利用勧奨 
休暇取得の奨励など 

●研究活動における積極的な
利用勧奨 

●留学生の受入、台湾の学校と
の交流の拡大・促進 

●学生、教員、職員に対する利
用勧奨 
休暇取得の奨励など 

●航空会社との連携強化 
トップセールス、就航支援など 

●アウトバウンド需要の創出 
パスポート取得キャンペーン
や台湾との交流事業助成、隣
県等からのバス代借上助成、
修学旅行事前視察助成など 

●機運醸成 
情報発信、PRなど 

●職員に対する利用勧奨 
休暇取得の奨励など 

 

「平泉世界遺産の日」 
（6.29）に関する取組 

 
■「平泉世界遺産の日」  
 を契機とした関連事業の実施  
 及び参画 
 
 
 
 

●イベント・講座等の開催や出
席 

●景観形成・環境美化保全活
動 

●観光客へのおもてなし 

●平泉をテーマとした商品開発、
旅行企画 

●自動車ナンバープレート「平
泉」ナンバーの取得促進 

 

●公開講座等の開催 

●調査研究の実施 

●拡張登録に向けた取組の支
援・協力 

 

●世界遺産登録5周年事業に向
けた取組 

  「平泉世界遺産登録5周年事
業推進会議」等を通じた事業
検討 

 
●「平泉世界遺産の日」制定記念
事業の展開 
歴史、環境他専門家による講
演、パネルディスカッション等
の開催 

●平泉文化の価値、理念の普及 
   啓発 
  各種媒体を活用した情報発信 
 
●文化財の保護、平泉文化の 
研究 

●拡張登録に向けた取組の実施 

●国内・海外の観光客の誘致 
 
●関係機関の連絡調整とイベン
ト等の情報の一元的な発信 

平泉の文化遺産について国

内外の人々の理解を深め、 

将来の世代に継承していくとと

もに平泉世界遺産を活用した

地域の振興に取り組む 

 
■経済・文化等の 
 交流の促進  

■定期便の就航 

 
■平泉文化遺産の 
 理解促進 

■将来世代への継承 

■平泉文化遺産を 
 活用した地域振興 

いわて未来づくり機構が平成27年度に取り組む県民運動 
～ 本格復興と希望郷いわての実現に向けて ～ 

「ケロ平」 

昨年度に引き続き運航される

春季定期チャーター便の利用

促進を図るとともに、定期便化

の実現に向けて県内の機運

醸成に取り組む 

２ 



 

 

平成 27年度 いわて未来づくり機構 

総 会 資 料 

 

部会実績報告及び活動計画(案) 

 

 

産業復興作業部会 ・・・・・・・・・・・・・・・ １ページ 

医療福祉連携作業部会 ・・・・・・・・・・・・・ ４ページ 

かけ橋作業部会・・・・・・・・・・・・・・・・・ ８ページ 

東北未来創造イニシアティブ作業部会 ・・・・・・ 15ページ 

復興教育作業部会 ・・・・・・・・・・・・・・・ 17ページ 

いわて復興未来塾作業部会 ・・・・・・・・・・・ 40ページ 

 

 

 

 

参 考 ２ 






















































































